
 

感謝状 

株式会社クラダシ 様 

この度は、貴重な浄財（15,000円）をご寄付

いただき、心より感謝申し上げます。 

昨年からのコロナ禍が続く中、フードバンク

の食品配布を希望する方が増加し、当団体の

活動が地域で必要とされていることを実感

しております。 

今回のご寄付も、その活動に活用させていた

だきます。ありがとうございました。 

 

 

 
令和 4 年 4 月 28 日 

NPO 法人フードバンクぎふ  

理事長 赤星守雄 



 

 

▲永野聡子さん 県の施策の説明 

▲岡崎勝彦さん ▼小池直人さん 

▲船田伸子さん 基調報告 

2021年度交流会のまとめ  

2021年度はサポーター学習会・交流会を 2回実施しました。 

 第１回  ２０２１年１２月５日（日）１４：００～１６：００  

大垣市宇留生地区センター 
   参加者 ６９名（会場４６名、オンライン２３名） 
   内  容 
① ひとり親や子どもの貧困に関する施策について    

永野聡子さん （岐阜県健康福祉部子ども家庭課） 
②  困ったときの生活保護 

岡崎勝彦さん （海津市社会福祉協議会） 

小池直人さん （元名古屋市職員）                           

③  全体交流会 

 

第２回 ２０２２年２月２７日（日）１４：００～１６：００ 

大垣市宇留生地区センター 
   参加者 ３５名（会場３０名、オンライン５名） 
   内  容 
①  基調報告  船田伸子さん 

「本部緊急支援から見えてきたこと、課題 
ロスジェネ世代女性の生活困窮～実態と背景～」 

② 各地域の活動紹介 
         各務原市 波多野こうめさん   
         神戸町   鈴木愛子さん                              

         大野町   高橋正憲さん                         
         笠松町   小池直人さん 
③ 全体交流会 

 

  特定非営利活動法人フードバンクぎふ    http://foodbankgifu.jp/ 

〒５０３－００３４大垣市荒尾町１４９０－３  TEL０５８４‐９２‐１４００  foodbankgifu.jp@gmail.com 

今回は、支援の施策を学ぶ機会として実施しました。岐阜県の「子ども支援」の施策に
ついて担当の永野さんから。また、「困った時の生活保護の話」では、自立支援法と生活
保護の制度については、海津市で自立支援の仕事をしている岡崎さんや、名古屋市で生
活保護の仕事を長年してきた小池さんが、具体的な事例を交えて話してくださったので、
わかりやすかったという感想がたくさんきかれました。 
その後の交流会は、時間は長くは取れませんでしたが、サポーターの方が現場で困って

いることや体験談、子どもの居場所づくりをされている方、子ども食堂を運営されている方
などいろんな分野からのご意見や感想を聞くことができました。 
子どもの居場所づくりをしている方は、子どもの遊びにまで格差が広がり、ゲーム機な

ど買えない子どもは仲間外れになったりしていると話されました。一度手にすればずっと長
く使っていける、けん玉のような『スキルトイ』の話が興味深かったです。 

今回は各地の活動交流を重点に開催しました。 
事務局員の船田さんから、最近の緊急支援に 40代女性の事

例が何件か続いているという報告がありました。ロスジェネ世代
で非正規雇用が拡大し、その後もずっと非正規雇用だった女性
への支援が抜け落ちている。そこには、自己責任論が強く、公的
支援につながりにくい実態があるという背景が語られました。 
その後、各地域のサポーターさんから、配布の件数や各家庭

の様子、困り事、対応などについて報告がありました。 
参加者のアンケートには、 

・支援を求める方々の生々しい状況がわかった 
・地域で活躍してみえるサポーターさんは、生活困窮者と行政を 
うまく結びつける大切な役割を果たしていることがわかりまし
た。行政の力と民の力がうまく融合して、必要とされている援助
がスムーズに行きわたることを願います。 
などがあり、活動の状況を知ってもらういい機会になりました。 

オンライン参加も OK！ 
コロナ過での交流会の実施は難しく、１回目を予定し
ていた８月２９日は、感染拡大のため会場が使用できな
くなり延期。それ以降は、オンライン参加もできるように体
制を整えました。オンライン配信には、ネットワーク団体の
ひとつでもある NPO 法人キッズスクエア瑞穂の協力を
いただきました。 
オンラインで参加された皆さんからは、「遠くからでも
参加できてよかった」「コロナを気にしないで参加でき
た」などの感想をいただきました。 


